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一
、
は
じ
め
に

　

慶
長
、
元
和
年
間
に
集
中
し
て
出
さ
れ
た
寺
院
、
宗
派
へ
の
法
度

は
、
幕
府
が
、
戦
国
時
代
以
来
の
寺
院
勢
力
を
支
配
体
制
の
檻
の
な

か
に
封
じ
こ
め
、
同
時
に
保
護
す
る
意
図
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
国
家
レ
ベ
ル
で
の
寺
社
政
策
の
大
綱
で
あ
っ
た

が
、
大
寺
院
の
み
を
対
象
に
し
て
お
り
、
宗
派
で
は
一
向
宗
、
法
華

宗
は
外
さ
れ
て
お
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

の
法
度
は
、
戦
国
時
代
以
来
の
寺
院
勢
力
を
政
治
的
に
無
力
化
し

て
、
幕
府
主
導
の
支
配
体
制
に
再
配
置
す
る
試
み
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。
幕
府
の
寺
社
行
政
は
、
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
寺
社
奉
行

が
奏
者
番
の
兼
帯
と
な
っ
た
頃
か
ら
本
格
化
し
）
1
（
た
。
寛
文
五
年
（
一

六
六
五
）
七
月
十
一
日
、
幕
府
が
発
布
し
た
諸
宗
寺
院
法
度
と
諸
社

禰
宜
神
主
法
度
は
、
地
域
社
会
レ
ベ
ル
で
の
寺
院
、
神
社
の
あ
り
方

を
規
定
し
た
こ
と
で
、
僧
侶
、
神
職
以
外
の
宗
教
者
に
も
思
い
が
け

ず
深
刻
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
れ
ら
の
法
度
は
、
八
月
十
七
日
に
幕

府
が
付
与
し
た
寺
社
領
朱
印
状
と
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と

は
で
き
る
。
法
的
な
規
制
と
経
済
的
な
安
堵
が
組
み
あ
わ
さ
っ
て
、

地
域
社
会
の
寺
院
と
神
社
が
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
法

度
は
、
僧
侶
、
神
職
だ
け
で
は
な
く
勧
進
の
宗
教
者
の
あ
り
方
を
も

根
底
的
に
規
定
し
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ぎ
に
、
二
つ
の
法
令
を
比
較

す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
考
察
を
始
め
て
み
よ
）
2
（
う
。

　

Ａ
①
、
Ｂ
①
②
を
見
る
と
、
神
職
、
僧
侶
の
資
格
を
問
う
も
の
で

あ
り
、
神
職
の
場
合
に
は
神
祇
道
、
僧
侶
は
法
式
を
修
得
し
て
い
る

寛
文
五
年
諸
宗
寺
院
法
度
と
勧
進
の
宗
教
者
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条
件
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
神
社
、
寺
院
の
施
設
を
管

理
、
維
持
す
る
者
に
課
さ
れ
た
条
件
で
あ
っ
た
。

　

Ａ
②
③
で
は
、
特
別
な
由
緒
を
持
っ
た
二
十
二
社
の
神
職
が
念
頭

に
お
か
れ
、
神
社
伝
奏
を
通
じ
て
位
階
を
受
け
て
も
よ
い
こ
と
、
そ

れ
以
外
の
無
位
の
神
職
は
、
吉
田
家
よ
り
装
束
の
許
状
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
以
外
の
無
位
の
神
職
は
白
張
を
着

す
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。「
法
度
は
、
位
階
と
許
状
の
有
無
を
基
準

と
し
て
神
職
を
三
つ
の
範
疇
に
分
け
、
そ
の
序
列
化
を
含
意
す
る
も

の
で
あ
っ
）
3
（

た
」
こ
と
に
な
る
。
三
つ
の
範
疇
と
は
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

　

・
神
社
伝
奏
を
通
じ
て
位
階
を
受
け
る
神
職

　

・
吉
田
家
よ
り
裁
許
状
を
受
け
る
神
職

　

・
無
位
で
白
張
の
神
職

　

Ｂ
③
は
、
本
末
の
関
係
の
安
定
が
図
ら
れ
な
が
ら
も
、
本
寺
の
横

暴
が
咎
め
ら
れ
て
い
る
。
神
職
の
場
合
に
も
、
寺
院
の
本
末
の
場
合

で
も
、
本
所
、
本
寺
を
上
位
と
す
る
序
列
に
組
み
入
れ
ら
れ
服
従
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

Ａ
④
⑤
、
Ｂ
⑦
⑧
に
お
い
て
は
、
修
復
、
掃
除
を
怠
ら
ず
に
行
う

こ
と
が
、
義
務
と
し
て
課
さ
れ
、
さ
ら
に
神
領
、
寺
領
の
売
買
、
質

Ａ　諸社禰宜神主諸法度 Ｂ　諸宗寺院法度
①諸社の禰宜神主等、専ら神祇道を
学び其の敬する所の神体弥之を存知
すべし、有来の神事祭礼之を勤める
べし、向後怠慢しむるに於ては神職
を取り放つべき事

①諸宗法式相乱すべからず、若不行
儀の輩之有るに於は急度沙汰に及ぶ
べき事
②一宗法式を存ぜざるの僧侶、寺院
住持なすべからざる事、附新義を立
て奇恠の法を説くべからざる事

②社家位階、前々より伝奏を以て昇
進を遂ぐる輩は弥其の通りたるべき
事
③無位の社人、白張を着すべし、其
の外の装束は吉田家の許状を以て之
を着すべし

③本末の規式之を乱すべからず、縦
本寺たると雖も末寺にたいし理不尽
の沙汰あるべからざる事

④神領一切売買すべからざる事
附、質物に入るべからざる事

⑧寺領一切之を売買すべからず、並
びに質物に入るべからざる事

⑤神社小破の時其の相応常々修理を
加えるべきこと

⑦寺院仏閣修復の時、美麗に及ぶべ
からざる事、附、仏閣懈怠なく掃除
申しつくべきこと
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入
は
堅
く
禁
じ
さ
れ
て
い
る
。
神
社
、
寺
院
が
、
公
共
的
な
空
間
で

あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

要
約
す
れ
ば
、
一
定
水
準
の
知
識
、
技
能
を
持
っ
た
神
職
、
僧
侶

が
、
本
所
、
本
山
の
序
列
に
属
し
て
、
神
社
、
寺
院
の
施
設
の
修

復
、
掃
除
な
ど
を
怠
ら
ず
に
、
管
理
、
維
持
す
る
よ
う
義
務
づ
け
た

法
令
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
施
設
は
、
神
職
、
僧
侶
が
個
人
的
に
は

処
分
し
て
は
な
ら
な
い
公
共
的
な
も
の
と
定
め
ら
れ
た
。
地
域
社
会

の
神
社
、
寺
院
が
、
公
共
的
な
空
間
と
し
て
認
知
さ
れ
て
、
管
理
、

運
営
の
義
務
を
負
う
神
職
、
僧
侶
の
存
在
が
、
幕
府
に
よ
り
規
定
さ

れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
諸
宗
寺
院
法
度
に
は
、
諸
社
神
主
禰
宜
法
度
に

は
な
い
四
つ
の
条
項
が
あ
る
。

　

 

「
⑤
檀
越
之
輩
、
何
寺
た
り
と
雖
も
其
の
心
得
に
任
す
べ
し
、
僧

侶
方
相
争
う
べ
か
ら
ざ
る
事

　
　

⑥
徒
党
を
結
び
闘
争
を
企
て
不
似
合
い
の
事
業
仕
る
べ
か
ら
ざ

る
事

　
　

⑦
国
法
に
背
く
輩
、
到
来
の
節
、
其
の
届
け
あ
る
に
於
て
は
、

異
儀
な
く
之
を
返
す
べ
き
事

　
　

⑩
由
緒
な
き
者
、
弟
子
の
望
あ
る
と
雖
も
、
猥
に
出
家
せ
し
む

べ
か
ら
ず
、
も
し
拠
な
き
子
細
あ
る
に
お
い
て
は
、
其
の
所

の
領
主
代
官
へ
相
断
り
、
其
の
意
に
任
す
べ
き
）
4
（
事
」

⑤
は
、
寺
院
の
間
で
、
檀
家
の
奪
い
合
い
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
檀
家

の
「
心
得
」
に
任
せ
る
べ
き
だ
と
あ
る
。
当
時
、
寺
請
制
度
が
定
着

し
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
り
、
人
々
は
ど
こ
か
の
寺
に
所
属
し
な
く
て

は
な
ら
な
か
っ
た
状
況
の
な
か
で
、
檀
家
の
奪
い
合
い
が
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
⑥
は
、
寺
院
が
結
党
、
闘
争
の
拠

点
に
な
る
こ
と
を
禁
じ
、
⑦
で
は
、
国
法
に
背
く
犯
罪
者
を
匿
う
こ

と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
二
つ
と
も
、
中
世
の
寺
院
が
保
持
し
て
い

た
機
能
で
あ
り
、
守
護
不
入
の
権
限
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

諸
宗
寺
院
法
度
に
は
、
旧
来
か
ら
の
寺
院
固
有
の
ア
ジ
ー
ル
的
機
能

を
否
定
し
て
、
地
域
社
会
の
寺
院
と
し
て
再
生
さ
せ
、
秩
序
形
成
に

寄
与
す
る
も
の
に
作
り
変
え
る
意
図
が
あ
っ
た
。
⑩
で
は
、
出
家
の

制
限
で
あ
り
、
領
主
代
官
の
判
断
に
委
ね
て
い
る
。

　

ア
ジ
ー
ル
的
機
能
は
削
除
さ
れ
て
、
幕
府
、
藩
の
公
権
力
の
も
と

で
、
寺
院
が
、
地
域
社
会
の
秩
序
維
持
に
役
立
つ
公
共
的
な
空
間
と

し
て
再
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
公
共
的
空
間
の
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
の
寺
院
が
再
生
し
、
そ
の
上
に
寺
請
制
度
は
軟
着
陸
し
た
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
諸
社
神
主
禰
宜
法
度
に
は
、
⑥
、
⑦
に
あ
た
る
も

の
が
な
か
っ
た
の
は
、
も
と
も
と
地
域
社
会
に
、
神
職
が
管
理
す
る
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神
社
と
い
う
も
の
は
、
ご
く
限
ら
れ
た
数
し
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
法
令
以
前
で
は
神
社
は
、
堂
、
社
、
祠
と
明
確
に
区
別
は
で
き

る
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
堂
、
社
、
祠
は
、
村
人
が
管
理
し
て
い
た

り
、
山
伏
、
陰
陽
師
の
よ
う
な
流
動
的
な
宗
教
者
が
住
ん
で
管
理
し

て
い
た
り
し
て
い
た
。
神
祇
道
を
学
び
、
多
く
の
場
合
に
吉
田
家
よ

り
裁
許
状
を
受
け
た
禰
宜
、
神
主
が
世
話
を
す
る
施
設
こ
そ
が
、
神

社
だ
と
再
定
義
さ
れ
、
山
伏
、
陰
陽
師
が
い
た
堂
、
社
、
祠
と
は
明

確
に
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
神
社
は
、
地
域
社
会
の
公
共
的

な
空
間
と
な
り
、
山
伏
、
陰
陽
師
が
管
理
を
す
る
堂
、
社
、
祠
は
、

私
的
な
空
間
に
振
り
わ
け
ら
れ
た
。

　

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
前
後
、
幕
府
は
、
僧
侶
、
神
職
以
外
の

さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
者
に
対
し
て
も
法
令
を
出
し
て
、
彼
ら
の
家
職
を

確
定
し
、
統
制
、
管
理
に
乗
り
出
し
）
5
（

た
。

　

・
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）、
出
家
、
山
伏
町
住
居
の
者
改
め
に

付
き
達

　

・
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）、
社
家
、
山
伏
、
神
子
、
守
子
覚

　

・
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）、
修
験
下
知
状

　

・
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）、
盲
僧
条
目

　

・
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）、
虚
無
僧
覚

天
和
三
年
（
一
六
八
三
）、
幕
府
が
土
御
門
家
に
陰
陽
師
支
配
の
朱

印
状
を
出
し
た
が
、
そ
れ
も
同
じ
意
図
に
も
と
づ
い
て
い
た
。
幕
府

の
基
本
方
針
に
よ
れ
ば
、
僧
侶
、
神
職
以
外
の
宗
教
者
は
、
本
山
、

本
所
、
頭
な
ど
に
支
配
さ
れ
て
、
身
分
集
団
を
形
成
し
、
間
接
的
に

管
理
、
統
治
さ
れ
る
対
象
に
な
っ
た
。
寺
社
奉
行
の
関
心
は
、
流
動

的
な
宗
教
者
の
人
別
掌
握
と
定
着
で
あ
り
、
他
の
宗
教
者
と
の
紛
争

を
避
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
者
が
、
各
地
を
歩
き

回
っ
て
、
村
や
町
で
守
札
を
配
布
し
、
祈
祷
・
芸
能
を
披
露
し
て
勧

進
を
行
う
こ
と
は
、
法
令
に
よ
っ
て
容
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
宗
教

者
の
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
非
人
、
乞
胸
に
よ
る
門
付
け
芸
、
寺
社

の
勧
化
、
勧
進
相
撲
な
ど
を
ふ
く
め
て
、
保
坂
裕
興
の
い
う
「
近
世

的
な
勧
進
世
界
の
成
）
6
（

立
」
と
い
う
用
語
で
表
現
さ
れ
る
歴
史
的
現
象

で
あ
っ
た
。

二
、
山
伏
の
組
織

　

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
の
法
令
は
、
神
社
、
寺
院
を
公
共
な
存

在
に
押
し
上
げ
て
、
管
理
の
責
任
者
を
定
め
た
こ
と
で
、
画
期
的
な

意
義
を
有
し
た
。
山
伏
、
陰
陽
師
、
舞
太
夫
、
神
子
の
な
か
に
は
、

神
職
と
は
そ
れ
ほ
ど
変
ら
ず
に
、
堂
、
社
、
祠
を
管
理
し
祈
祷
を
行
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な
い
、
守
札
を
配
っ
た
者
も
多
く
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
法

令
に
よ
っ
て
神
職
は
僧
侶
並
み
に
扱
わ
れ
、
神
社
の
管
理
責
任
者
と

し
て
認
定
さ
れ
、
他
の
宗
教
者
と
の
差
異
を
際
だ
た
せ
た
。
山
伏
、

陰
陽
師
た
ち
が
堂
な
ど
の
施
設
を
所
持
し
て
い
て
も
、
そ
の
施
設
は

公
共
的
な
も
の
で
は
な
く
、
私
的
な
も
の
と
見
な
さ
れ
た
。
山
伏
や

陰
陽
師
な
ど
の
場
合
、
本
山
、
本
所
は
、
そ
の
宗
教
者
に
補
任
状
や

許
状
を
発
給
し
て
、
個
別
に
配
下
で
あ
る
こ
と
を
認
定
し
た
が
、
施

設
の
有
無
に
は
関
知
し
な
か
っ
た
。

　

中
世
の
山
伏
は
、
熊
野
三
山
の
御
師
と
結
び
つ
き
、
熊
野
三
山
の

守
札
を
檀
那
に
配
り
な
が
ら
、
檀
那
を
熊
野
参
詣
に
導
く
こ
と
を
し

て
い
た
。
山
伏
は
、
熊
野
参
詣
の
先
達
職
を
持
っ
て
い
て
、
檀
那
を

株
と
し
て
売
買
し
て
い
た
。
京
都
の
若
王
子
、
住
心
院
、
積
善
院
な

ど
の
院
家
は
、
も
っ
と
も
有
力
な
先
達
で
あ
り
、
彼
ら
は
聖
護
院
門

跡
を
い
た
だ
き
、
山
伏
の
組
織
化
を
は
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
本
山
派

と
よ
ば
れ
る
修
験
組
織
で
あ
っ
た
。
高
埜
利
彦
に
よ
る
と
、
応
仁
か

ら
文
明
年
間
以
降
に
、
一
族
単
位
か
ら
国
郡
単
位
へ
の
檀
那
編
成
が

あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
）
7
（
る
。
そ
し
て
兵
農
分
離
過
程
に
お
い

て
、
院
家
は
、
熊
野
参
詣
に
来
る
檀
那
か
ら
の
得
分
で
稼
ぐ
の
で
は

な
く
、
配
下
山
伏
そ
の
も
の
か
ら
収
奪
す
る
方
式
に
切
り
か
え
た
。

そ
の
変
化
は
、
檀
那
の
熊
野
参
詣
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
と
、
兵
農

分
離
で
武
士
が
城
下
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
、
在
地
に
は
檀
那
が
い

な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
た
。

　

幕
府
は
、
本
山
派
の
ラ
イ
バ
ル
と
な
る
当
山
派
を
優
遇
し
、
羽
黒

山
、
戸
隠
山
、
英
彦
山
、
吉
野
な
ど
の
有
力
な
地
方
霊
山
を
東
叡
山

寛
永
寺
末
に
し
て
据
え
置
き
、
本
山
派
の
勢
力
の
相
対
化
を
心
が
け

た
。
当
山
派
は
、
大
和
国
を
中
心
に
し
た
十
二
正
大
先
達
が
連
合
し

た
ロ
ー
カ
ル
な
集
団
で
あ
っ
た
が
、
醍
醐
寺
三
宝
院
と
結
び
つ
き
、

幕
府
と
の
良
好
な
関
係
を
持
と
う
と
し
）
8
（

た
。

　

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
三
宝
院
門
跡
、
義
演
が
、
当
山
派
の

佐
渡
大
行
院
に
金
襴
地
袈
裟
を
許
可
し
た
が
、
金
襴
地
袈
裟
許
可

は
、
従
来
、
聖
護
院
門
跡
の
み
の
特
権
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
山

派
か
ら
の
怒
り
を
買
っ
た
。
本
山
派
山
伏
が
、
大
行
院
に
討
ち
入
っ

て
、
そ
こ
に
い
た
同
宿
の
者
を
捕
ら
え
て
、
道
具
を
蹴
散
ら
か
し

た
。
こ
の
事
件
が
あ
っ
て
、
門
跡
同
士
の
い
が
み
合
い
を
招
き
、
三

宝
院
門
跡
は
当
山
派
正
大
先
達
に
も
声
を
か
け
て
幕
府
に
出
訴
す
る

に
い
た
っ
た
。
家
康
は
、「
山
伏
の
義
、
当
山
本
山
各
別
の
こ
と
」

と
い
う
判
断
を
し
め
し
て
、
本
山
派
が
当
山
派
の
や
り
方
に
介
入
す

る
こ
と
を
非
と
し
た
。
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慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
に
は
関
東
の
本
山
派
が
、
峰
入
に
あ

た
っ
て
こ
れ
ま
で
当
山
派
、
本
山
派
に
か
か
わ
ら
ず
に
一
律
に
入
峰

役
銭
を
徴
収
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
当
山
派
が
こ
れ
を
拒
み
、
訴

訟
の
末
、
当
山
派
が
勝
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
本
山
派
の
既
得
権
が
、

訴
訟
の
た
び
に
当
山
派
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
て
、
二
つ
の
派
が
対
等
の

存
在
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ぎ
の
引
用
は
、
慶
長
十

八
年
（
一
六
一
三
）
の
修
験
道
法
度
で
あ
っ
た
。

　

①「
修
験
道
の
事
、
先
規
よ
り
有
り
来
り
の
ご
と
く
、
諸
国
の
山

伏
、
筋
目
に
任
せ
て
入
峯
い
た
す
べ
し
。
当
山
・
本
山
各
別
の

儀
に
候
条
、
諸
役
等
、
互
に
混
乱
あ
る
べ
か
ら
ず
。
自
今
以

後
、
堅
く
こ
の
旨
を
守
り
、
諍
論
な
き
よ
う
下
知
あ
る
べ
き
も

の
な
り

　
　
　

慶
長
十
八
年
五
月
廿
一
日 

（
花
押
）（
家
康
）

　
　
　

三
宝
）
9
（

院
」

　

②「
本
山
の
山
伏
、
真
言
宗
に
対
し
、
謂
わ
れ
ざ
る
役
儀
停
止
せ

し
め
畢
ん
ぬ
。
た
だ
し
、
真
言
宗
立
ち
寄
り
、
仏
法
に
非
ざ
る

祈
、
執
行
せ
し
む
る
輩
こ
れ
あ
ら
ば
、
そ
の
衆
を
抜
く
べ
し
。

自
今
以
後
、
堅
く
こ
の
旨
を
守
り
、
下
知
あ
る
べ
き
も
の
な
り

　
　
　

慶
長
十
八
年
五
月
廿
一
日 

（
花
押
）（
家
康
）

　
　
　

三
宝
）
10
（
院
」

　

以
上
が
三
宝
院
宛
の
法
度
で
あ
る
が
、
同
じ
文
言
の
も
の
が
、
聖

護
院
に
も
出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
②
の
条
文
で
「
そ
の
衆
を
抜
く

べ
し
」
が
「
役
儀
相
掛
く
べ
し
」
と
換
え
て
い
る
。
幕
府
の
立
場

は
、
明
確
で
あ
る
。
本
山
派
、
当
山
派
は
対
等
の
存
在
と
し
て
各
別

と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
当
山
派
が
持
っ
て
い
た
師
弟
相
承
の
「
筋

目
」
を
本
山
派
に
も
当
て
は
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
筋
目
」
に
従
っ

て
入
峰
し
、
役
儀
を
払
う
こ
と
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
当
山
派
の
組

織
の
特
質
を
応
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
両
派
を
対
等
に

扱
う
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
が
、
圧
倒
的
に
勢
力
を
誇
り
既
得
権
を

持
っ
た
本
山
派
か
ら
す
る
と
由
々
し
き
事
態
で
あ
っ
た
。
幕
府
は
、

当
山
派
を
優
遇
し
て
、
本
山
派
の
勢
力
と
既
得
権
を
切
り
崩
そ
う
と

し
た
。
そ
の
背
後
に
は
、
本
山
派
の
国
郡
一
円
支
配
を
否
定
し
た
い

と
い
う
幕
府
の
思
惑
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
近
世
の
国
家
体
制

は
、
中
世
の
寺
社
勢
力
、
戦
国
大
名
、
一
向
宗
の
一
円
的
な
領
域
支

配
を
否
定
し
た
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
近
世
の

山
伏
組
織
は
、「
筋
目
」
に
よ
っ
て
山
伏
が
序
列
化
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
た
と
え
山
伏
が
堂
、
社
、
祠
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ

れ
ら
は
寺
院
、
神
社
と
し
て
認
知
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
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の
点
で
山
伏
は
、
僧
侶
と
は
異
質
で
あ
り
、
む
し
ろ
陰
陽
師
、
舞
太

夫
、
神
子
と
類
似
し
、
施
設
を
持
た
な
い
宗
教
者
の
先
が
け
で
あ
っ

た
と
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
山
伏
は
、
中
世
以
来
、
熊
野
参

詣
の
先
達
職
を
有
し
、
峰
入
り
に
よ
っ
て
呪
力
を
獲
得
し
、
い
わ
ゆ

る
僧
侶
と
は
外
観
か
ら
見
て
も
異
質
な
存
在
で
あ
る
こ
と
は
、
誰
で

も
見
て
知
っ
て
い
た
。

　

寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
は
寺
社
奉
行
は
、
町
中
に
住
み
、
家

屋
を
寺
構
え
に
し
て
い
る
出
家
、
山
伏
が
い
る
の
で
、
名
主
、
月
行

事
な
ど
を
使
っ
て
、
町
中
に
寺
構
え
の
家
屋
敷
を
も
っ
た
出
家
、
山

伏
を
調
べ
さ
せ
）
11
（

た
。

　

寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
十
二
月
二
十
六
日
の
寺
社
奉
行
の
下
知

状
で
は
、
熊
野
は
聖
護
院
の
支
配
で
あ
り
、
熊
野
道
者
は
本
山
派
山

伏
が
引
導
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
本
山
派
、
当
山
派
の
袈
裟
筋
を
守

る
よ
う
に
求
め
て
、「
才
覚
ヲ
以
テ
、
同
行
ヲ
互
ニ
奪
取
ル
ベ
カ
ラ

ザ
ル
）
12
（

事
」、
祈
念
の
こ
と
で
も
願
主
の
希
望
に
添
う
よ
う
に
し
て
本

山
派
、
当
山
派
で
争
わ
な
い
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
下
知
状
で

は
、
聖
護
院
の
既
得
権
が
確
認
さ
れ
て
い
る
）
13
（
が
、
延
宝
四
年
（
一
六

七
六
）
の
羽
黒
条
目
に
お
い
て
も
、
同
じ
く
本
山
派
の
既
得
権
が
認

知
さ
れ
て
い
）
14
（
る
。
慶
長
年
間
の
本
山
派
牽
制
の
政
策
が
弱
ま
り
、
む

し
ろ
本
山
派
と
当
山
派
、
本
山
派
と
羽
黒
派
の
争
論
が
起
こ
っ
た
時

に
、
聖
護
院
側
の
既
得
権
が
再
認
識
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
は
で
き

る
。
幕
府
の
山
伏
政
策
は
、
大
幅
に
変
化
し
て
き
た
と
い
え
る
。
つ

ぎ
に
羽
黒
条
目
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

　

 

「
条
々

　
　

一
、
自
今
以
後
羽
黒
山
伏
、
本
山
の
霞
場
に
住
む
べ
か
ら
ず
。

た
だ
し
、
一
所
不
住
の
回
国
の
輩
は
苦
し
か
ら
ざ
る
事
。

　
　

一
、
羽
黒
山
伏
金
襴
之
結
袈
裟
着
す
べ
か
ら
ず
。
然
り
と
い
え

ど
も
照
高
院
御
門
跡
補
任
状
を
申
し
受
く
る
に
お
い
て
は
、
制

外
た
る
べ
き
事
。

　
　

一
、
羽
黒
山
伏
の
大
峰
客
峰
の
時
、
本
山
方
よ
り
補
任
状
を
受

く
べ
か
ら
ず
。
本
山
の
山
伏
も
ま
た
羽
黒
山
客
峰
の
節
、
羽
黒

方
よ
り
免
許
状
を
出
す
べ
か
ら
ざ
る
）
15
（

事
」

羽
黒
条
目
で
は
、
第
一
条
で
羽
黒
修
験
は
、
本
山
の
霞
場
に
は
住
む

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
第
二
条
で
、
金
襴
之
結
袈
裟
を
着
す
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
る
。
第
三
条
で
は
、
客
峰
で
の
入
峰

で
は
相
手
方
の
補
任
状
を
受
け
な
い
こ
と
が
命
じ
ら
れ
る
。
寛
永
十

八
年
（
一
六
四
一
）
に
羽
黒
一
山
は
、
東
叡
山
寛
永
寺
末
に
な
り
、

天
台
宗
に
帰
入
し
て
お
り
、
照
高
院
御
門
跡
と
の
関
係
も
そ
の
時
に
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で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

　

幕
府
は
、
山
伏
各
派
が
「
袈
裟
筋
」
に
よ
っ
て
所
属
を
明
確
に
し

て
、
本
山
派
、
当
山
派
、
羽
黒
派
な
ど
の
い
ず
れ
か
に
所
属
し
、
二

重
所
属
の
混
乱
が
な
い
よ
う
に
命
じ
た
。
結
果
と
し
て
み
る
と
、
幕

府
は
、
本
山
派
の
一
円
支
配
を
廃
し
て
、「
袈
裟
筋
」
を
重
ん
じ
た

当
山
派
の
組
織
を
標
準
化
し
、
近
世
的
な
修
験
組
織
を
つ
く
り
あ
げ

た
。

三
、
普
化
宗
と
虚
無
僧

　

室
町
時
代
に
は
、
薦
僧
（
こ
も
そ
う
）
と
い
う
下
層
の
宗
教
者
、

芸
能
者
が
い
て
、
尺
八
を
吹
い
て
は
、
勧
進
の
活
動
を
行
っ
て
い
た

こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
。『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
に
も
、
算
置
き

と
対
に
な
っ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

　

 

「
薦
僧
の
三
昧
紙
衣
肩
に
か
け
、
面
桶
腰
に
つ
け
、
貴
賤
の
門
戸

に
よ
り
て
、
尺
八
吹
く
ほ
か
別
の
業
な
き
も
の
に
）
16
（

や
」

僧
侶
が
着
す
、
渋
を
刷
い
た
紙
の
衣
を
肩
に
か
け
て
、
腰
に
は
飯
を

盛
る
器
を
つ
け
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
基
本
的
に
は
乞
食
の
ス
タ
イ

ル
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
尺
八
を
吹
く
ほ
か
に
何
も
で
き
な
い
こ

と
が
、
皮
肉
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
薦
僧
と
、
中
国
唐
代
の
風
狂
の
僧

侶
で
あ
っ
た
普
化
の
伝
承
と
が
融
合
す
る
。
入
宋
僧
・
心
地
覚
心

が
、
普
化
の
教
え
と
尺
八
演
奏
を
伝
え
た
と
言
わ
れ
る
。
薦
僧
と
普

化
と
は
元
来
何
の
関
連
も
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
普
化
宗
を

創
設
し
た
僧
侶
が
、
薦
僧
の
組
織
化
を
も
思
い
つ
い
た
の
で
は
な
い

か
。
幕
府
は
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
に
普
化
宗
を
仏
教
宗
派
に

認
め
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
法
度
を
出
す
。

　

 

「
覚

　
　

一
、
本
寺
の
住
職
は
、
そ
の
末
寺
並
び
本
寺
の
弟
子
仲
間
、
衆

評
を
も
っ
て
器
量
を
撰
び
こ
れ
を
定
む
べ
し
。
た
と
え
由
緒
あ

り
と
い
え
ど
も
、
師
弟
子
相
対
を
以
て
後
住
契
約
な
ら
び
に
遺

状
こ
れ
を
立
つ
べ
か
ら
ず
。
末
寺
住
職
に
お
い
て
は
、
其
の
寺

の
弟
子
ど
も
相
談
の
上
、
本
寺
に
伺
い
て
居
え
置
く
べ
き
事
。

　
　

一
、
弟
子
契
約
の
儀
、
そ
の
人
を
改
め
、
た
し
か
に
証
人
を
取

り
て
こ
れ
を
極
む
べ
し
。
大
法
に
背
き
た
る
追
放
人
等
抱
え
置

く
べ
か
ら
ざ
る
事

　
　

附
け
た
り
、
虚
無
僧
の
作
法
古
来
相
定
む
る
通
り
、
本
寺
よ
り

い
よ
い
よ
入
念
に
き
っ
と
申
し
付
く
べ
き
こ
と

　
　

一
、
末
寺
弟
子
中
、
一
宗
の
法
を
背
き
仕
置
せ
し
む
る
時
は
、

小
科
の
者
は
本
寺
を
断
り
差
図
に
任
す
べ
し
。
大
科
の
者
は
奉
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行
に
達
し
落
著
申
し
付
く
べ
し
。
理
不
尽
の
働
き
仕
る
ま
じ
き

事
。

　
　

右
の
条
々
、
堅
く
こ
れ
を
相
守
る
べ
し
。
も
し
違
背
に
お
い
て

は
曲
事
た
る
べ
し

　
　

延
宝
五
丁
巳
年
十
二
月
十
八
日

 

太
田　
　

摂
津
守
（
印
） 　

 

板
倉　
　

石
見
守
（
印
） 　

 
小
笠
原　

山
城
守
（
印
） 　

 

虚
無
僧
諸
派　

本
寺
中　
　
　
　
　
　
　
　

 

同　
　
　

末
寺
）
17
（

中
」 　
　
　
　
　
　
　

　

本
寺
の
住
職
は
、
弟
子
仲
間
が
相
談
し
て
器
量
に
よ
っ
て
選
び
、

個
人
的
な
契
約
で
決
め
る
べ
き
で
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
本
寺

に
は
、
末
寺
住
職
の
決
定
権
、
虚
無
僧
の
作
法
の
指
導
の
権
限
、
小

科
の
処
罰
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
大
法
に
背
い
た
追
放
人
を
保

護
で
き
な
い
こ
と
、
大
科
処
罰
は
、
寺
社
奉
行
に
上
申
す
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
た
。
保
坂
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
幕
府
寺
社
奉
行
は
、

本
寺
・
末
寺
の
権
限
を
明
確
に
し
て
、
虚
無
僧
各
派
を
な
か
ば
公
的

な
本
寺
末
寺
体
制
に
編
成
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
明
か
で
あ
）
18
（
る
」。

　

延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
の
覚
は
、
慶
長
、
元
和
年
間
の
寺
院
法

度
よ
り
も
半
世
紀
遅
れ
て
出
さ
れ
て
お
り
、
直
接
に
は
、
寛
文
五
年

（
一
六
六
五
）
の
諸
宗
寺
院
法
度
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
も

そ
も
虚
無
僧
の
宗
派
は
、
近
世
に
な
っ
て
形
を
整
え
た
新
興
勢
力
で

あ
っ
た
。
幕
府
は
、
こ
の
新
興
の
宗
派
が
ど
の
よ
う
な
集
団
か
を
見

極
め
な
い
う
ち
に
、
禅
宗
の
一
派
と
し
て
扱
い
、
本
寺
末
寺
の
法
令

を
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

同
じ
年
の
六
月
に
は
、
本
寺
で
あ
る
と
こ
ろ
の
鈴
法
寺
、
一
月
寺

が
、
寺
社
奉
行
に
伺
っ
て
案
文
を
作
成
し
、
寺
社
奉
行
か
ら
宗
門
内

の
十
七
か
状
の
掟
が
許
可
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
八
つ
の
条
項
は
、

寛
文
五
年
の
条
項
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
公

儀
・
国
法
の
遵
守
、
宗
門
法
式
へ
の
準
拠
、
弟
子
の
行
動
規
範
に
つ

い
て
、
寺
地
質
入
の
禁
止
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
最

も
多
く
の
条
項
は
、
弟
子
の
行
動
規
範
に
つ
い
て
で
あ
る
。
両
本
寺

は
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
の
諸
宗
寺
院
法
度
の
条
項
に
そ
っ
て

掟
を
制
作
し
、
寺
社
奉
行
に
伺
い
を
立
て
て
、
そ
の
ま
ま
に
認
定
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
に
寺
社
奉
行
か
ら
普
化
宗
法
度
が
出
さ

れ
た
と
い
う
順
番
で
あ
っ
た
。
普
化
宗
は
、
禅
宗
の
扱
い
に
な
り
、

本
寺
末
寺
体
制
が
適
用
さ
れ
た
が
、
諸
国
を
回
国
し
て
い
る
無
数
の

虚
無
僧
た
ち
は
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
の
覚
で
は
寺
社
奉
行
の
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視
界
に
は
入
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。

　

な
ぜ
寺
社
奉
行
は
、
山
伏
の
よ
う
に
個
々
の
「
人
」
を
単
位
に
し

た
管
理
方
式
を
、
虚
無
僧
に
適
用
せ
ず
に
、
本
寺
末
寺
体
制
を
適
用

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
山
派
、
当
山
派
、
羽
黒
派
な
ど
の
山
伏
組

織
に
関
し
て
は
、
幕
府
も
相
当
に
熟
知
し
て
お
り
、
分
断
し
て
管
理

を
遂
行
し
て
、
本
山
派
の
独
占
体
制
を
切
り
崩
し
た
。
そ
れ
に
際
し

て
は
、
一
般
の
山
伏
が
堂
、
祠
、
社
を
持
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
幕
府
は
、
そ
れ
を
無
視
し
て
、「
筋
目
」「
袈
裟
筋
」
に
よ
っ
て

個
々
の
山
伏
を
取
り
出
し
て
、
施
設
の
本
寺
末
寺
の
形
成
を
促
す
こ

と
は
な
か
っ
た
。

　

鈴
法
寺
、
一
月
寺
は
、
延
宝
五
年
の
覚
、
宗
門
内
の
掟
を
も
っ

て
、
回
歴
し
て
い
る
虚
無
僧
を
管
理
で
き
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

幕
府
が
、
両
本
寺
の
管
理
能
力
を
疑
い
だ
し
た
の
は
、
宝
暦
九
年

（
一
七
五
九
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
幕
府
は
、
両
本
寺
の
間
で
本
則

（
免
許
状
）
の
発
給
の
仕
方
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
点
、
俗
人
の
門

弟
に
も
自
由
に
免
許
状
を
与
え
て
い
る
点
に
不
信
感
を
寄
せ
た
。
宝

暦
九
年
閏
七
月
二
四
日
に
老
中
酒
井
左
衛
門
尉
忠
寄
は
、
つ
い
に
寺

社
奉
行
に
対
し
て
虚
無
僧
諸
派
の
改
革
を
求
め
た
。

　

 

「
今
度
虚
無
僧
之
姿
ヲ
似
セ
候
者
有
之
候
ニ
付
、
本
則
差
出
候
節

之
始
末
一
月
寺
鈴
法
寺
江
相
尋
候
時
処
、
両
寺
取
扱
区
々
ニ
相

聞
候
、
其
上
去
年
右
両
寺
相
願
候
者
、
門
弟
共
相
用
候
編
笠
近

年
浪
人
体
之
者
其
外
俗
人
右
笠
ヲ
カ
フ
リ
紛
敷
体
之
者
又
ハ
門

弟
之
姿
ヲ
似
セ
候
者
所
々
致
修
行
候
様
相
聞
候
、
尤
似
セ
者
ハ

見
合
次
第
召
捕
候
得
共
、
若
御
尋
者
等
之
妨
ニ
モ
可
相
成
哉
、

傍
右
俗
人
江
ハ
売
不
申
向
後
両
寺
印
鑑
ヲ
以
売
買
致
シ
候
様
仕

度
旨
、
相
願
候
付
願
之
通
申
付
候
処
、
右
願
之
趣
意
ニ
モ
符
合

不
致
事
ニ
候
、
然
処
一
月
寺
儀
本
則
等
不
埒
之
取
計
有
之
、
宗

門
一
派
江
対
シ
申
訳
無
之
致
退
院
候
由
致
書
置
、
当
四
月
出
奔

候
由
、
然
上
者
一
月
寺
只
今
迄
之
取
計
方
不
埒
有
之
儀
ト
相
聞

候
以
来
者
両
寺
区
々
ニ
無
之
古
来
ヨ
リ
之
寺
法
モ
可
有
之
儀
候

間
、
寺
法
之
法
猥
無
之
様
申
付
方
可
有
之
候
条
ト
ク
ト
相
糾
申

付
方
之
儀
致
評
議
相
伺
候
様
可
被
致
）
19
（

候
」

前
年
に
両
本
寺
は
、
編
笠
の
販
売
に
関
し
て
両
本
寺
の
管
轄
下
に
置

く
よ
う
に
願
い
出
て
、
寺
社
奉
行
は
そ
れ
を
許
可
し
た
。
し
か
し
寺

社
奉
行
は
、
両
寺
の
や
り
方
が
区
々
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
問
題
視

し
、
両
寺
に
厳
し
く
申
し
渡
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
月
寺
は
、

武
士
、
商
人
に
か
か
わ
ら
ず
に
希
望
者
に
本
則
を
配
布
し
て
い
る
。

鈴
法
寺
は
、
武
士
に
の
み
本
則
を
配
布
し
て
、
町
家
に
は
付
与
し
な
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か
っ
た
が
、
尺
八
手
練
の
者
に
は
「
竹
名
」
を
許
可
し
て
い
）
20
（
る
。

「
竹
名
」
は
鈴
法
寺
の
慣
習
で
あ
り
、
一
月
寺
に
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
。
寺
社
奉
行
は
、
い
わ
ゆ
る
百
姓
、
町
人
に
許
状
を
渡
し
て
い
る

点
、
両
寺
の
や
り
方
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
点
を
問
題
視
し
て
、
改

善
を
求
め
た
。
鈴
法
寺
は
、
老
中
の
批
判
を
か
わ
す
た
め
に
も
、
一

歩
踏
み
込
ん
だ
議
論
を
展
開
し
て
、「
武
門
不
幸
之
者
共
、
暫
虚
無

僧
ヲ
相
勤
幸
之
序
ヲ
待
、
再
士
官
ニ
帰
俗
仕
侍
之
家
名
血
統
断
絶
不

仕
候
様
ニ
仕
候
義
、
往
古
ヨ
リ
宗
門
之
本
）
21
（

意
」
と
主
張
し
た
。
元
来

は
、
百
姓
、
町
人
で
は
な
く
、
不
幸
な
武
士
が
世
を
忍
ぶ
姿
で
あ
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
幕
府
は
、
百
姓
、
町
人
が
簡
単
に
僧
侶
（
虚

無
僧
）
に
な
る
こ
と
を
抑
制
し
、
虚
無
僧
の
身
分
の
実
体
を
確
定
し

よ
う
と
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
鈴
法
寺
は
虚
無
僧
を
武
士
に
限
定

し
、
身
分
的
上
昇
を
果
た
そ
う
と
し
、
い
わ
ゆ
る
慶
長
条
目
を
偽
作

し
た
。
虚
無
僧
諸
派
は
、
巧
み
に
幕
府
側
の
意
図
を
読
み
取
っ
て
、

「
武
士
の
仏
教
」
と
し
て
守
護
不
入
の
権
限
を
主
張
し
た
。

　

普
化
宗
は
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
で
は
本
寺
末
寺
の
こ
と
を

強
調
し
て
、
宝
暦
年
間
に
は
武
士
階
層
に
属
す
る
集
団
で
あ
る
こ
と

を
唱
え
、
虚
無
僧
の
身
分
上
昇
に
貢
献
し
た
。
山
伏
、
陰
陽
師
な
ど

と
さ
ほ
ど
違
わ
ず
に
、
お
そ
ら
く
は
同
じ
よ
う
に
占
い
や
祈
祷
な
ど

の
活
動
を
し
た
社
会
的
存
在
形
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
虚
無
僧
の
み

が
、
武
士
と
し
て
厚
く
も
て
な
さ
れ
た
。

　
「
侍
慈
宗
」
説
が
出
さ
れ
た
頃
に
、
虚
無
僧
留
場
と
い
う
制
度
が

作
ら
れ
て
く
る
。
外
の
虚
無
僧
が
村
々
に
来
て
、
ね
だ
り
や
不
埒
な

行
為
を
し
な
い
よ
う
に
、
特
定
の
普
化
宗
の
寺
院
と
契
約
を
し
て
、

外
の
虚
無
僧
を
排
除
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
留
場
を
め
ぐ
っ
て

托
鉢
修
行
す
る
虚
無
僧
は
、
印
鑑
証
文
を
も
っ
て
所
属
の
虚
無
僧
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）、
寺
社
奉
行
の

内
藤
紀
伊
守
は
、
虚
無
僧
同
士
の
紛
争
に
た
ず
さ
わ
る
中
で
、
普
化

宗
の
抜
本
的
な
改
革
の
必
要
を
認
識
し
）
22
（

た
。
内
藤
紀
伊
守
は
、
慶
長

条
目
が
普
化
宗
流
弊
の
核
心
だ
と
考
え
、
偽
書
で
あ
る
こ
と
を
論
証

し
て
、
宗
門
の
改
革
に
乗
り
出
し
た
。「
侍
慈
宗
」
説
を
や
め
さ
せ

て
、
虚
無
僧
が
幕
府
の
御
用
の
よ
う
に
振
る
舞
う
こ
と
、
取
締
宗
役

と
い
う
俗
人
が
宗
法
を
取
り
扱
う
こ
と
を
禁
止
し
た
。
寺
社
奉
行

は
、
触
れ
を
出
し
て
、
虚
無
僧
に
よ
る
「
武
門
の
陰
家
」
は
事
実
で

は
な
く
、
禅
宗
の
僧
侶
の
分
際
を
守
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

　

虚
無
僧
の
歴
史
を
調
べ
て
み
て
、
驚
か
さ
れ
る
こ
と
は
、
偽
書
を

作
成
し
た
事
実
で
は
な
く
、
権
力
の
介
入
を
阻
む
守
護
不
入
を
唱

え
、
留
場
制
度
を
設
け
て
も
、
幕
府
が
長
い
間
黙
っ
て
容
認
し
た
点
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に
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
か
。
武
士
の

「
侍
慈
宗
」
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
藩
の
寺
社
奉
行
、
代
官
所
な
ど

の
管
理
を
す
り
抜
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
武
士
で
あ
る
と

い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
機
能
し
て
、「
留
場
を
武
士
に
宛
行
わ
れ
る

知
行
地
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
、
積
極
的
に
留
場
を
増
や
し
）
23
（
た
」

こ
と
は
十
分
に
あ
り
え
る
。
寺
社
奉
行
が
、
農
民
、
町
人
が
虚
無
僧

に
な
る
こ
と
を
制
限
し
、
そ
の
役
目
を
本
山
に
期
待
し
た
が
、
鈴
法

寺
は
、「
侍
慈
宗
」
説
を
唱
え
て
、
農
民
、
町
人
の
排
斥
を
誓
う
以

上
、
寺
社
奉
行
と
し
て
も
、
そ
れ
以
上
の
干
渉
は
で
き
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
天
保
十
五
年
に
濃
州
芥
見
村
で
お
こ
っ
た
虚
無
僧
同

士
の
争
論
史
料
）
24
（

や
、
愛
知
郡
三
本
木
新
田
の
史
）
25
（

料
を
見
る
と
、
無

宿
、
浪
人
、
船
方
体
の
者
が
虚
無
僧
と
な
っ
て
お
り
、
常
に
ね
だ

り
、
無
心
、
無
料
の
止
宿
を
強
制
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

四
、
陰
陽
師
と
占
考
争
論

　

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
の
諸
社
神
主
禰
宜
法
度
は
、
土
御
門
家

に
衝
撃
を
あ
た
え
た
。
こ
れ
を
契
機
に
土
御
門
家
は
、
唱
門
師
、
博

士
と
呼
ば
れ
る
人
々
を
支
配
し
よ
う
と
思
い
立
ち
、
南
都
唱
門
師
の

支
配
を
め
ぐ
っ
て
幸
徳
井
家
と
激
し
く
争
っ
た
。
天
和
三
年
（
一
六

八
三
）
に
は
幕
府
が
土
御
門
家
へ
朱
印
状
を
出
し
た
こ
と
で
、
土
御

門
家
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
者
、
芸
能
者
の
支
配
は
、
国
家
的
な

権
威
に
よ
っ
て
公
認
さ
れ
た
。

　

貞
享
、
元
禄
年
間
に
か
け
て
、
土
御
門
家
の
配
下
支
配
が
著
し
く

進
ん
だ
こ
と
は
、
各
地
の
陰
陽
師
関
係
の
史
料
が
、
お
よ
そ
こ
の
時

期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
年
次
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き

よ
う
。
土
御
門
家
は
、
配
下
に
対
し
て
許
状
と
掟
を
付
与
し
、
陰
陽

師
で
あ
る
こ
と
を
保
証
し
、
配
下
に
加
入
し
た
者
は
、
貢
納
料
を
土

御
門
家
に
上
納
す
る
と
い
う
関
係
が
築
か
れ
た
。
つ
ぎ
に
紹
介
す
る

の
は
、
尾
張
の
陰
陽
師
・
久
野
肥
前
が
受
け
た
許
状
と
掟
で
あ
る
。

　

 

「　

許
状

　
　

呼
名
可
謂
肥
前
事

　
　
　

右
許
状
如
件

　
　
　

土
御
門
家
雑
掌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
井
右
京

　
　
　
　

元
禄
三
康
午
歳
正
月
二
七
日

　
　
　
　
　

尾
州
知
多
郡
藪
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
野
肥
前
と
の
）
26
（
へ
」

　

 

「　

掟
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一
、
陰
陽
家
行
事
之
外
不
可
修
於
異
法
新
法
事

　
　

一
、
不
可
与
他
争
事

　
　

一
、
雖
為
相
続
之
子
代
替
於
本
所
改
可
願
免
許
事

　
　
　
　

右
之
条
々
堅
可
相
守
者
也

　
　
　
　

土
御
門
家
雑
掌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
井
右
京

　
　
　
　
　

元
禄
三
康
午
歳
正
月
二
七
日

　
　
　
　
　
　

尾
州
知
多
郡
藪
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
野
肥
前
と
の
）
27
（

へ
」

許
状
に
は
呼
名
が
記
さ
れ
て
、
久
野
肥
前
は
、
こ
の
時
か
ら
肥
前
と

い
う
国
名
を
名
乗
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
一
の
年
月

日
で
掟
が
、
久
野
肥
前
宛
に
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
陰
陽
師

の
活
動
以
外
の
異
法
新
法
や
争
い
が
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
子
へ
の
相

続
で
は
改
め
て
免
許
を
得
る
よ
う
に
と
記
さ
れ
て
い
る
。
久
野
肥
前

は
、
土
御
門
家
発
給
の
許
状
、
掟
を
受
け
て
、
陰
陽
師
の
身
分
を
獲

得
し
、
陰
陽
師
の
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

相
模
国
愛
甲
村
に
住
む
舞
太
夫
の
萩
原
家
は
、
元
禄
年
間
に
土
御

門
家
江
戸
役
所
の
配
下
に
な
っ
た
。
つ
ぎ
に
紹
介
す
る
の
は
、
元
禄

八
年
（
一
六
九
五
）
五
月
に
江
戸
役
所
が
萩
原
家
宛
て
に
発
給
し
た

「
陰
陽
師
家
業
条
目
覚
」
で
あ
る
。

　

 

「　

覚

　
　
　

一
、
安
家
支
配
之
陰
陽
師
、
以
条
目
家
業
可
相
守
、
妻
女
等

神
巫
職
他
家
と
不
可
致
混
雑
、
若
不
清
浄
之
職
作
於
仕
者
、
急

度
迷
惑
ニ
可
申
付
候
、
毎
年
此
支
配
状
取
替
ニ
仕
、
万
事
為
仲

間
互
ニ
可
致
吟
味
、
神
巫
打
掛
黄
色
ニ
可
仕
者
也

 

関
東
陰
陽
家
惣
触
頭　
　
　
　
　
　

 

菊
川
伯
耆　

印

 

元
禄
八
乙
亥
五
月
日　

印　
　
　

同
断　

正
木
織
部　

印

 

愛
甲
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

萩
原
兵
大
夫
と
の
）
28
（

へ
」　　
　

木
版
で
刷
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
江
戸
役
所
が
、

大
量
に
こ
の
家
業
条
目
を
関
東
で
配
布
し
て
い
た
こ
と
は
推
測
で
き

る
。
内
容
を
見
る
と
、
陰
陽
師
の
家
業
の
順
守
と
と
も
に
、
妻
女
が

他
の
支
配
下
の
神
巫
職
に
な
る
こ
と
を
禁
じ
、
打
掛
黄
色
を
羽
織
る

こ
と
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
覚
が
「
支
配
状
」
と
呼
ば
れ
て
、

毎
年
取
替
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
江
戸
役
所
は
、
直
接
に
関
東
の
配

下
や
関
東
を
檀
那
場
と
し
た
三
河
万
歳
師
を
支
配
し
て
い
た
。
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土
御
門
家
に
よ
る
陰
陽
師
の
組
織
化
は
、
貞
享
、
元
禄
年
間
か
ら

本
格
化
し
、
畿
内
や
関
東
を
中
心
に
諸
国
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
土

御
門
家
は
、
触
頭
、
小
頭
に
任
命
し
、
あ
る
領
域
内
の
陰
陽
師
の
支

配
を
委
ね
た
。
触
頭
は
、
配
下
の
陰
陽
師
か
ら
上
納
金
を
集
金
し
、

そ
れ
を
土
御
門
家
に
貢
納
す
る
と
と
も
に
、
許
状
・
掟
の
受
渡
し
や

そ
の
書
替
え
の
窓
口
に
な
る
と
い
う
中
間
機
関
と
な
っ
た
。
土
御
門

家
│
触
頭
│
陰
陽
師
と
い
う
体
制
が
で
き
て
、
陰
陽
師
の
教
団
組
織

の
骨
格
を
な
し
て
い
た
。
し
か
し
土
御
門
家
の
陰
陽
師
組
織
が
拡
大

し
て
く
る
と
、
触
頭
下
の
陰
陽
師
を
一
律
に
扱
う
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
、
よ
り
細
分
化
し
た
階
層
・
集
団
を
設
定
す
る
必
要
に
迫
ら
れ

た
。
と
く
に
大
都
市
・
江
戸
で
陰
陽
師
支
配
を
行
っ
て
い
た
江
戸
役

所
は
、
明
和
年
間
に
独
自
に
古
組
、
新
組
、
新
々
組
、
売
卜
組
、

在
々
組
と
い
う
組
を
つ
く
り
、
支
配
の
網
の
目
を
細
か
く
し
、
様
々

な
宗
教
家
、
芸
能
者
を
吸
収
し
よ
う
と
し
た
。
京
都
役
所
は
、
江
戸

役
所
の
組
の
設
置
に
学
び
な
が
ら
、
天
明
四
年
以
降
に
御
門
人
、
一

本
職
、
本
組
、
新
組
、
職
札
と
い
う
階
層
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
江
戸

役
所
と
京
都
役
所
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
陰
陽
師
の
組
を
設
け
、

陰
陽
師
支
配
を
行
っ
て
い
た
が
、
受
領
名
、
衣
装
の
許
状
は
、
京
都

役
所
で
の
み
発
給
し
、
地
方
の
情
報
も
す
べ
て
京
都
役
所
に
集
約
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
江
戸
役
所
と
京
都
役
所
と
は
、
二
元
的

体
制
で
あ
り
な
が
ら
も
、
土
御
門
家
を
頂
点
と
す
る
、
ゆ
る
や
か
な

一
元
的
な
体
制
で
あ
っ
た
。

　

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
四
月
に
は
、
土
御
門
家
の
長
期
に
わ
た

る
嘆
願
を
受
け
入
れ
、
幕
府
は
陰
陽
師
支
配
の
全
国
触
流
し
を
実
施

し
た
。
触
れ
は
、
幕
藩
体
制
の
機
構
を
通
じ
て
流
さ
れ
、
土
御
門
家

は
、
そ
れ
を
利
用
し
て
支
配
の
拡
大
と
強
化
に
つ
と
め
た
。
今
ま
で

組
織
化
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
遠
国
で
は
、
土
御
門
家
の
使
者
が

出
向
き
、
配
下
に
な
り
そ
う
な
陰
陽
師
体
の
者
を
吟
味
し
よ
う
と
し

た
が
、
藩
の
意
向
で
拒
否
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
土
御

門
家
は
、
全
国
触
れ
が
出
た
こ
と
を
利
用
し
て
、
土
御
門
家
│
武
家

伝
奏
│
幕
府
│
支
配
代
官
と
い
う
ル
ー
ト
を
通
じ
て
、
陰
陽
師
の
編

入
を
進
め
た
。
す
で
に
触
頭
が
い
る
地
域
で
あ
っ
て
も
、
京
都
役
所

か
ら
の
取
締
役
が
直
接
出
向
き
、
藩
の
役
所
や
代
官
に
協
力
を
仰
い

で
支
配
の
拡
大
、
強
化
を
図
っ
た
。

　

土
御
門
家
の
配
下
支
配
の
際
立
っ
た
特
質
は
、
積
極
的
に
他
系
列

の
宗
教
者
を
取
り
込
も
う
と
し
た
点
に
あ
っ
た
。
僧
侶
、
神
職
、
修

験
で
あ
ろ
う
と
、
占
考
を
行
う
以
上
は
、
土
御
門
家
の
許
可
を
必
要

と
す
る
と
い
う
、
土
御
門
家
側
の
独
断
的
な
主
張
が
あ
っ
た
。
こ
の
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主
張
に
そ
っ
て
土
御
門
家
は
、
僧
侶
、
神
職
、
修
験
な
ど
の
他
系
列

の
宗
教
者
を
告
発
し
、
頻
繁
に
争
論
を
お
こ
し
て
い
た
。
さ
き
ほ
ど

述
べ
た
江
戸
役
所
が
設
置
し
た
売
卜
組
と
は
、
他
系
列
に
属
し
な
が

ら
占
考
を
行
う
宗
教
者
が
入
る
べ
き
組
で
あ
っ
た
。
土
御
門
家
は
、

独
断
的
な
論
理
を
駆
使
し
て
、
俗
人
で
あ
れ
、
他
系
列
の
宗
教
者
で

あ
れ
、「
陰
陽
道
尊
信
」
の
条
件
が
整
え
ば
土
御
門
家
配
下
に
な
る

べ
き
だ
と
説
い
た
。

　

土
御
門
家
が
僧
侶
、
修
験
、
神
職
な
ど
他
系
列
の
宗
教
者
ま
で
を

配
下
に
す
る
と
い
う
強
引
な
や
り
方
を
と
っ
た
の
は
、
何
故
で
あ
ろ

う
か
。
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
以
降
、
土
御
門
家
は
、
諸
国
の
陰

陽
師
支
配
を
開
始
し
た
が
、
仏
教
諸
宗
派
、
本
山
派
、
当
山
派
の
修

験
教
派
、
吉
田
家
の
神
職
支
配
と
く
ら
べ
る
と
、
組
織
編
成
の
時
期

が
、
か
な
り
遅
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
土
御
門
家
は
、
修
験
や
神

職
と
い
っ
た
既
成
の
宗
教
者
の
組
織
に
食
い
こ
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
、
十
分
な
組
織
の
発
展
が
望
め
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

土
御
門
家
は
、
占
考
を
行
う
修
験
や
神
職
に
土
御
門
家
の
免
許
を
受

け
る
よ
う
に
迫
り
、
し
ば
し
ば
寺
社
奉
行
に
出
訴
し
て
い
る
。
出
訴

に
際
し
て
土
御
門
家
は
、
家
職
を
記
し
た
職
札
を
提
出
す
る
が
、
職

札
に
は
占
考
が
陰
陽
師
の
職
分
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。

土
御
門
家
は
、
職
分
・
家
職
の
論
理
と
い
う
、
近
世
社
会
に
は
為
政

者
も
民
衆
も
分
有
し
て
い
た
通
念
を
利
用
し
て
、
あ
る
場
合
に
は
陰

陽
師
の
職
分
を
侵
害
す
る
他
系
列
の
宗
教
者
を
出
訴
し
、
あ
る
場
合

に
は
他
系
列
の
宗
教
者
を
懐
柔
し
、
土
御
門
家
の
配
下
に
組
み
込
も

う
と
し
た
。

五
、
勧
進
の
宗
教
者
の
変
貌

　

寺
請
制
度
を
担
っ
た
寺
院
の
僧
侶
は
、
宗
判
権
を
も
ち
、
宗
門
人

別
帳
作
成
に
お
い
て
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
は
た
し
、
神
社
の
神
職
は
、

年
中
行
事
、
祭
礼
に
よ
っ
て
地
域
の
生
産
活
動
を
祝
福
し
、
社
会
関

係
の
絆
の
維
持
に
貢
献
し
た
。
寛
文
五
年
の
法
令
は
、
寺
院
、
神
社

の
管
理
責
任
者
と
し
て
僧
侶
、
神
職
を
定
め
、
地
域
社
会
の
秩
序
形

成
の
機
能
を
負
わ
せ
た
。
法
令
の
レ
ベ
ル
で
も
地
域
社
会
の
レ
ベ
ル

で
も
寺
院
と
神
社
は
、
公
共
的
な
施
設
と
み
な
さ
れ
た
。

　

そ
れ
以
外
の
宗
教
者
、
芸
能
者
は
、
私
的
な
施
設
を
も
つ
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
檀
那
場
を
ま
わ
っ
て
勧
進
を
行
な
い
、
札
守
を
配
布
し

て
、
芸
能
や
祈
祷
を
行
な
う
存
在
で
あ
っ
た
。
寺
社
奉
行
は
、
彼
ら

の
家
職
を
認
定
し
、
管
理
下
に
置
い
た
が
、
彼
ら
に
地
域
社
会
の
秩

序
形
成
の
役
割
を
期
待
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
反
対
に
勧
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進
活
動
は
、
地
域
社
会
を
疲
弊
さ
せ
る
要
因
に
も
な
る
し
、
農
民
、

町
人
が
都
市
で
山
伏
、
陰
陽
師
に
な
る
こ
と
は
、
都
市
の
治
安
・
人

口
問
題
を
惹
起
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

　

山
伏
は
、
本
山
派
、
当
山
派
、
あ
る
い
は
地
方
の
一
山
組
織
に
所

属
し
て
、
峰
入
り
を
行
な
っ
て
、
身
分
や
位
階
を
上
昇
さ
せ
た
。
袈

裟
筋
と
入
峰
と
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
、
山
伏
の
組
織
は
、
複
雑
に
構

成
さ
れ
て
い
た
。
幕
府
は
、
門
跡
を
頂
点
と
し
た
両
派
を
対
等
に
尊

重
し
つ
つ
、
羽
黒
山
、
戸
隠
山
、
英
彦
山
、
吉
野
山
を
東
叡
山
寛
永

寺
末
に
し
て
、
自
ら
の
支
配
体
制
に
組
み
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
と

い
え
よ
う
。

　

虚
無
僧
は
、
勧
進
す
る
乞
食
の
芸
能
者
の
系
譜
を
引
き
な
が
ら

も
、
普
化
宗
は
禅
の
宗
派
で
あ
る
と
い
う
二
重
性
を
帯
び
て
、
寺
社

奉
行
は
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
の
覚
で
は
禅
の
宗
派
と
し
て
扱

い
、
本
寺
末
寺
の
関
係
を
問
題
化
し
た
。
宝
暦
年
間
に
は
一
転
し

て
、
寺
社
奉
行
は
本
寺
に
対
し
て
虚
無
僧
の
取
締
ま
り
の
強
化
を
求

め
た
。
と
こ
ろ
が
幕
府
は
、「
侍
慈
宗
」
説
を
追
認
し
た
こ
と
か

ら
、
事
実
上
、
留
場
制
度
の
形
成
を
容
認
し
て
し
ま
い
、
寺
社
奉
行

に
よ
る
普
化
宗
流
弊
改
革
は
、
幕
末
ま
で
遅
れ
た
。

　

陰
陽
師
は
、
中
世
に
は
、
唱
門
師
、
博
士
、
算
う
ら
と
呼
ば
れ

て
、
占
い
師
で
あ
っ
た
。
土
御
門
家
の
配
下
に
な
る
こ
と
で
、
近
世

的
な
陰
陽
師
と
な
り
、
職
札
を
付
与
さ
れ
て
営
業
権
を
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
本
所
で
あ
る
土
御
門
家
の
権
威
と
、
寺
社
奉
行
の
権

威
を
表
に
出
し
て
、
陰
陽
師
は
祈
祷
、
芸
能
の
活
動
を
行
な
っ
た
。

近
世
後
期
に
は
占
考
こ
そ
が
、
土
御
門
家
配
下
の
独
占
物
で
あ
る
と

言
い
出
し
て
、
山
伏
、
神
職
と
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

近
世
後
期
に
な
る
と
、
都
市
の
人
口
急
増
、
打
ち
壊
し
な
ど
に

よ
っ
て
不
穏
な
雰
囲
気
が
社
会
を
お
お
っ
た
。
寺
社
奉
行
は
、
本

山
、
本
所
に
対
し
て
配
下
の
人
別
の
強
化
を
要
請
し
、
人
別
帳
を
作

成
し
て
、
提
出
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に

は
、
本
山
派
は
幕
府
に
対
し
て
江
戸
山
伏
の
人
別
書
上
げ
を
提
出
し

て
い
）
29
（

る
。
寛
政
三
年
、
幕
府
は
土
御
門
家
に
対
し
て
全
国
触
れ
を
出

し
た
が
、
そ
れ
以
後
、
土
御
門
家
は
、
取
締
出
役
と
い
う
役
職
を
設

け
て
、
地
方
に
取
締
出
役
を
派
遣
し
て
、
陰
陽
師
の
ま
ね
を
し
た
陰

陽
師
体
の
者
が
い
る
場
合
に
は
調
査
さ
せ
、
土
御
門
家
配
下
に
入
る

よ
う
に
指
導
し
た
。
土
御
門
家
江
戸
役
所
か
ら
派
遣
さ
れ
た
陰
陽
師

が
、
江
戸
市
中
の
町
役
人
に
対
し
て
「
御
用
の
よ
う
に
相
心
得
、
権

高
の
模
様
」
で
振
舞
っ
た
と
言
わ
れ
た
）
30
（
が
、
あ
た
か
も
幕
府
の
用
事

を
行
な
う
よ
う
に
行
動
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
稿
で
は
扱
わ
な
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か
っ
た
が
、
神
事
舞
太
夫
の
場
合
も
、
取
締
出
役
が
、
配
下
の
改
め

を
行
な
っ
て
い
）
31
（
た
。
取
締
出
役
は
、
配
下
の
人
別
を
掌
握
し
、
免
許

状
な
し
に
活
動
す
る
不
逞
の
輩
を
取
締
ま
る
職
掌
で
あ
り
、
幕
府
の

意
を
体
し
て
振
舞
う
こ
と
は
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
虚
無

僧
留
場
制
度
も
ま
た
、
偽
虚
無
僧
が
乱
暴
を
働
き
、
不
埒
な
行
為
を

行
な
う
と
い
う
前
提
で
、
本
寺
が
村
々
に
対
し
て
留
場
を
提
案
し

て
、
偽
虚
無
僧
、
不
埒
な
虚
無
僧
を
完
全
に
禁
止
し
締
め
出
す
た
め

の
制
度
で
あ
っ
た
。
ほ
ん
と
う
に
本
寺
が
各
地
の
留
場
を
管
理
で
き

た
か
と
い
う
と
、
実
態
は
不
明
の
よ
う
で
あ
る
。

　

近
世
後
期
の
本
山
、
本
所
は
、
偽
者
（
陰
陽
師
体
の
者
、
偽
虚
無

僧
、
偽
山
伏
）
が
い
る
か
ら
取
締
り
の
強
化
が
必
要
だ
と
述
べ
て
、

自
ら
の
権
限
の
強
化
を
図
っ
た
。
土
御
門
家
、
神
事
舞
太
夫
の
田
村

家
の
場
合
に
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
配
下
の
拡
大
を
ね
ら
っ
た
。
し
か

し
そ
れ
は
私
利
私
欲
で
は
な
く
、
治
安
の
維
持
、
風
俗
の
統
制
を
め

ざ
す
幕
府
の
政
策
に
自
ら
を
同
化
さ
せ
て
、「
御
用
」
で
あ
る
と
自

己
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
勧
進
の
宗
教
者
た
ち
を
統
制
す
る
本

山
、
本
所
は
、
自
ら
進
ん
で
不
埒
の
輩
を
取
締
ま
る
秩
序
形
成
側
に

我
が
身
を
置
こ
う
と
し
た
。

　

明
治
政
府
は
、
虚
無
僧
、
陰
陽
師
を
還
俗
さ
せ
平
民
に
し
よ
う
と

し
、
山
伏
を
真
言
宗
、
天
台
宗
の
所
属
に
組
み
入
れ
る
よ
う
に
法
令

を
出
し
た
。
近
世
の
村
・
町
の
あ
ち
こ
ち
で
見
か
け
て
い
た
勧
進
の

宗
教
者
は
、
近
代
に
は
そ
の
ま
ま
で
は
存
続
は
で
き
な
か
っ
た
。
近

世
と
は
、
中
世
以
来
の
勧
進
の
宗
教
者
が
、
多
彩
に
花
開
い
た
時
代

で
あ
っ
た
。
勧
進
の
宗
教
者
が
、
身
分
集
団
に
所
属
し
て
、
免
許
状

を
付
与
さ
れ
て
、
営
業
活
動
を
保
証
さ
れ
た
点
は
、
中
世
に
は
な

か
っ
た
現
象
で
あ
っ
た
。
権
力
に
と
っ
て
勧
進
の
宗
教
者
を
統
制
す

る
こ
と
は
、
秩
序
形
成
の
必
要
条
件
で
あ
っ
た
が
、
勧
進
の
宗
教
者

は
、
自
ら
に
向
け
ら
れ
た
剣
を
反
転
さ
せ
、
今
度
は
自
ら
剣
を
手
に

し
て
、
偽
の
宗
教
者
を
取
締
ま
る
ポ
ー
ズ
を
と
っ
た
。
こ
う
し
て
勧

進
の
宗
教
者
が
、
秩
序
形
成
の
擁
護
者
を
装
い
は
じ
め
た
こ
と
も
、

中
世
に
は
な
い
近
世
後
期
の
現
象
で
あ
っ
）
32
（

た
。

注（
１
） 

慶
長
、
元
和
年
間
の
寺
院
法
度
で
は
な
く
、
寛
文
五
年
の
法
度
を

起
点
に
寺
社
奉
行
と
宗
教
者
の
関
係
を
再
考
す
べ
き
だ
と
い
う
筆
者
の

見
解
は
、「
幕
藩
体
制
と
仏
教
」（『
日
本
仏
教
34
の
鍵
』
春
秋
社
、
二

〇
〇
三
年
）
で
す
で
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
２
） 
法
令
は
、『
徳
川
禁
令
考
・
前
集
第
五
』、『
改
訂
増
補
日
本
宗
教

制
度
史
〈
近
世
篇
〉』
に
拠
っ
た
。
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（
３
） 

高
埜
利
彦
「
江
戸
時
代
の
神
社
制
度
」（『
日
本
の
時
代
史
15
』
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）、
井
上
智
勝
『
近
世
神
社
制
度
と
朝
廷
権

威
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）

（
４
） 

『
改
訂
増
補
日
本
宗
教
制
度
史
〈
近
世
篇
〉』
八
五
頁

（
５
） 

同
右
、
八
四
〜
九
四
頁

（
６
） 

保
坂
裕
興
「
一
八
世
紀
に
お
け
る
虚
無
僧
の
身
分
形
成
」（『
部
落

問
題
研
究
』
一
〇
五
、
一
九
九
〇
年
）

（
７
） 

高
埜
利
彦
『
近
世
日
本
の
国
家
権
力
と
宗
教
』（
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
八
九
年
）
一
二
七
頁

（
８
） 

宮
家
準
『
山
伏
』（
評
論
社
、
一
九
七
三
年
）
一
〇
三
〜
一
〇
四

頁
（
９
） 

『
改
訂
増
補
日
本
宗
教
制
度
史
〈
近
世
篇
〉』
六
五
頁

（
10
） 

同
右
、
六
五
頁

（
11
） 

同
右
、
八
四
頁

（
12
） 

同
右
、
八
九
頁

（
13
） 

同
右
、
八
九
〜
九
〇
頁

（
14
） 

同
右
、
九
二
頁

（
15
） 

同
右
、
九
二
頁

（
16
） 

「
三
十
二
番
職
人
歌
合
」『
群
書
類
従
・
雑
』

（
17
） 

『
改
訂
増
補
日
本
宗
教
制
度
史
〈
近
世
篇
〉』
九
三
〜
九
四
頁

（
18
） 

保
坂
裕
興
「
一
七
世
紀
に
お
け
る
虚
無
僧
の
生
成
」（『
身
分
的
周

縁
』
部
落
問
題
研
究
所
出
版
部
、
一
九
九
四
年
）

（
19
） 

『
祠
曹
雑
識
』
巻
八
、
一
六
八
〜
一
六
九
頁

（
20
） 

「
虚
無
僧
御
条
目
並
本
則
」（
内
閣
文
庫
所
蔵
）

（
21
） 

同
右

（
22
） 

鬼
頭
勝
之
『
普
化
宗
弾
圧
の
序
曲
│
│
芥
見
村
虚
無
僧
闘
争
一

件
│
│
』（
ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
マ
イ
タ
ウ
ン
、
二
〇
〇
六
年
）

（
23
） 

保
坂
裕
興
「
虚
無
僧
」（『
近
世
の
身
分
的
周
縁
１
』
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
〇
〇
年
）

（
24
） 

注（
21
）と
同
じ

（
25
） 

『
愛
知
県
日
進
市
誌
資
料
編
四
』
六
二
九
〜
六
三
一
頁

（
26
） 

『
知
多
市
誌
資
料
編
三
』
九
〇
頁

（
27
） 

同
右

（
28
） 

『
厚
木
市
史
近
世
史
料
篇
（
１
）』
二
二
三
頁

（
29
） 

注（
７
）と
同
じ
、
二
一
一
頁

（
30
） 

『
類
集
撰
要
』
三
五

（
31
） 

林
淳
『
近
世
陰
陽
道
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）

八
四
頁

（
32
） 

寺
社
奉
行
の
行
政
指
導
が
、
勧
進
の
宗
教
者
に
「
秩
序
形
成
」
擁

護
の
意
識
を
植
え
付
け
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
寛
政
九
年
に
当
山

派
が
、
富
士
講
を
訴
え
た
文
書
で
富
士
行
者
を
「
異
形
の
為
体
」
と
表

現
し
た
が
（『
大
日
本
近
世
史
料
・
市
中
取
締
類
集
十
六
』
一
九
六

頁
）、
こ
れ
も
秩
序
形
成
側
か
ら
の
非
難
の
一
例
で
あ
る
。
偽
の
宗
教

者
を
め
ぐ
る
秩
序
形
成
側
の
意
識
は
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
に
な
ろ
う
。

本
稿
は
、「
幕
府
寺
社
奉
行
と
勧
進
の
宗
教
者
」（『
新
ア
ジ
ア
仏
教

史
・
日
本
編
』
佼
成
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
と
重
複
す
る
内
容
を
含
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む
こ
と
を
断
り
た
い
。

〔
付
記
〕

 

　

平
成
二
十
一
年
大
学
院
演
習
に
お
い
て
、「
普
化
宗
御
条
目
」「
虚
無
僧

御
条
目
並
本
則
」（
内
閣
文
庫
所
蔵
）
を
大
学
院
生
と
輪
読
す
る
機
会
が

あ
っ
た
。
長
年
、
陰
陽
師
、
神
事
舞
太
夫
の
研
究
に
従
事
し
て
き
た
筆
者

に
と
っ
て
、
幕
府
寺
社
奉
行
と
虚
無
僧
と
の
関
係
は
実
に
理
解
し
に
く
い

「
躓
き
の
石
」
で
あ
り
、
そ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
大
学
院
生
と
議
論
を
重
ね

て
き
た
。
本
稿
は
、
演
習
で
の
議
論
を
ふ
ま
え
て
、
筆
者
が
執
筆
し
た
も

の
で
あ
る
。
演
習
に
出
席
し
て
、
議
論
に
参
加
し
た
久
米
昭
次
郎
、
石
黒

智
教
、
山
端
信
祐
、
秋
元
崇
成
、
酒
井
秀
暢
の
諸
氏
に
感
謝
を
申
し
上
げ

た
い
。


